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鈴木真師ミサ説教■ 8月16日・年間第20主日：マタイ15・21-28
　なんとも感じ悪い箇所ですね。こ
んな排他的なことをイエスが本当に
言ったとは、どうも思えません。聖
書学者によると、ここはマタイ福音
書の母体となったユダヤ人キリスト
者の共同体の意識か主張が形になった部分…とい
うのですが、では、ここに置かれた福音的メッセー
ジとは何でしょうか。ここで言う「立派な信仰」と
は何か？ということだと思います。それは、この箇
所から、つい印象を持ってしまう、救いをひたすら
求め続ける…ということではなく、むしろ〈神さま
は必ず救ってくださる〉ということを感じているこ
と、そこに目を向け続けることなのだと思います。
よく誤解されがちですが、わたしたち人間がまじめ
に暮らして、良いことをたくさんすれば神さまが
救ってくださる、という構図は間違っています。ま
ず先に神さまの救いのわざがあって、しかも、無限
で無条件の神さまの愛が示されている。それに気づ
いたとき、そこにまっすぐ目を向け続けること…そ
れが信仰なのだと思います。だからこそ、「信じる」
とは「感じる」ことでもあるのではないでしょうか。
　もしかしたら、わたしは自分が幼児洗礼者だから
余計そういう感覚を持つのかもしれません。わたし
は自分が幼児洗礼であることに反抗したことはな
いですが、大学生のころ「自分で選んでいない」と

いうことがずっと心に引っかかっていました。だか
ら改めて自分が置かれたキリスト教という信仰を
きちんと捉え直してみたかった。それがまぁ、神学
校というところで学んでみたいという、いわば不純
な動機につながったわけですが…。幼児洗礼者であ
るわたしにとって神さまは常に身近な存在だった
し、その神さまに「祈る」ということも、ごく自然
なことでした。ただし、その神さまに自分が「呼ば
れている」という自覚がなかった。よく話すことで
すが、神学校入学を考え出したわたしは、そこに不
安を覚えて出身である由比ガ浜教会の聖堂に毎日
のように通って神さまに祈りました。「神さま、も
しあなたがわたしを呼んでくださっているのだっ
たら、一言『オイ』って言ってください。どうぞ！
アーメン…。あれ、恥ずかしいですか？　小さな声
でもいいですよ。『オイ』って。どうぞ！アーメン」
なんていう自分勝手な祈りを、でも、その時は真剣
にしていました。幸か不幸か、「オイ」とは聞こえ
てきませんでした。でも後から気づいたのです。そ
んな祈りをするずっと前から、すでに神さまから呼
ばれていたことに。それに気づいたのは、これも何
度も言うことですが「神さまが」という視点に立っ
たときでした。神さまは今まで自分に何をなさって
来たのだろう、今、自分に何を求めておられるのだ
ろう…。今まで「自分がやってきた」「自分で選び
たい」という視点でばかり考えていたときには気
づかなかったことでした。〈すべては神さまのわざ、
神さまの導き〉ということが。だからこそ、わたし
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にとって「信仰」とは、『神さまがなさっているこ
と、愛しておられることを感じ、それに気づき、そ
してそれを受け入れ、自分からもそれを求めて歩む
こと』に他なりません。今日の「あなたの信仰は立
派だ」という言葉の裏にも、あなたは神さまの愛を
感じ、気づき、信じ、それを求めている…という要
素があると思います。
　神さまの、無限で無条件の愛を、いつも感じ、そ
れに気づき、それを求めて歩みたいと思います。

（撮影：編集部　土方芳人）

■ 入信・堅信式の写真を掲載
　入信式と堅信式が８月15日（土）＜聖母被昇天の
日＞にラファエル梅村昌弘司教主司式によるミサ
の中で執り行われたことは、『やまて』９月号でお
知らせしました。しかし、新型コロナウイルス感染
症対策として４月から教会行事を延期や中止した
ことに伴い、『やまて』を発行休止にしていた関係
で記事が多く、信仰生活で一番記念すべき写真を僅
か３枚しか掲載することができなかったため、今月
号に再度掲載します。なお、公式サイト信徒専用
ページでも写真アルバムを公開しています。

司教・司祭団
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按　手

白い衣を身に着ける
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（撮影：編集部　田中麻子　土方芳人■■■
文：土方芳人）

■ ライブ配信について

　皆様は、ミサのインターネットを通じてのライブ
配信をご覧になったでしょうか。新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のための対策として東京
の関口教会をはじめ、多くの教会でミサのライブ配
信が行われています。山手教会でも、今年の聖週間
よりライブ配信を開始しました。
　信徒が参加できないという前代未聞の事態の中
で、信徒と教会のつながりを少しでも感じてほしい
という思いでした。当初はビデオカメラ1台がある
のみ。この1台で教会地下ホールから配信が始まり
ました。その後、聖堂の第１期工事が完了し、聖堂
でのミサが再開する中で、ライブ配信に使用する機
器も少しずつ増し、今では２台のカメラとパソコン
を使いながら字幕も挿入して配信を行っています。
皆様も、普段テレビなどを視聴されていると思いま
すが、通常テレビの配信においては、カメラマン、
音声、カメラの切り替え、字幕、全体の監督、タイ
ムキーパーなど、多くの人が関わって一つの映像が
配信されています。
　ところが、今の教会のミサの配信は、事前の字幕
の制作作業から、日曜日の機材のセッティング、カ
メラの切り替え、音声の調整、字幕送りを私一人で
こなしています。特に11時半からの日本語ミサでは、
すべての言葉を字幕として入れており、実はこの字
幕、パソコンで紙芝居のように画像をめくっている
のです。ミサの進行、神父様の説教を聞きながらそ
れに合わせてページをめくっていきます。おそらく
配信をご覧になられているかたはお気づきと思い
ますが、たまに字幕の送りが遅くなることがありま

聖なる光を持って

代表者による共同祈願

機材を操作する宮氏
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す。これは、私の集中力が一瞬途絶えて…という状
態だったりします。
　そんな手作りのライブ配信ですが、皆様の「ライ
ブ配信見ていますよ～」のひとことが元気のもと。
これからもコロナが終息するまで鋭意続けていき
たいと思います。

（撮影・文：情報システム委員会　宮　裕一■■■
宮氏の撮影：編集部　土方芳人）

■ パイプオルガン再設置

　昨年の聖堂大規模修繕前、パイプオルガンをどの
ように養生したらいいかオルガン工房の須藤氏に
相談しました。“壁に付いている木管とパイプを外
して工房で預かりましょう”とお返事いただきまし
た。９月にパイプの運び出しとビニールをかけての
養生が完了。今年６月20日から聖堂でのミサが始ま

りましたが、パイプオルガンの再設置は９月以降に
ということで、９月７日からパイプの運び入れが
始まりました。17日には調律、調整も終わり、20日
11時半のミサで14カ月ぶりにパイプオルガンの響き
を聴くことができました。今はまだ歌うことはでき
ませんが、いつかまた皆さんと聖歌を共に歌う日が
来るよう待ちたいと思います。
　なお、このオルガンは横浜天主堂献堂125周年の
1987（昭和62）年４月にパイプオルガン導入検討会
が発足。検討を重ねた結果、1992（平成２）年５月
に株式会社・須藤オルガン工房と購入契約、1995年
５月に完成したものです。
（撮影：編集部　土方芳人■■■■■■■■■■■

文：教会委員会　委員長　太田康子）

演奏する中川さん

聖堂に設置した機材

字幕付配信のワンシーン

2020年９月度教会委員会議事録（抜粋）

　日　時：2020年９月６日（日）13：15 ～ 16：00
　場　所：教会ホール

１　開会の祈り
２　主な審議確認検討事案　※順不同

⑴今後のミサと教会活動について
【ミサについて】
・日本語ミサは平均すると20 ～ 35人の参加状況⇒

名簿外も事務所登録の上、参加許可。⇒月２回の
参加を今後も継続。

・土曜夜と日曜朝は、すでに２週間に一度の頻度で
出席割り当て済み。

・日曜昼は9/6から３グループを２グループに変更
済み。

・英語ミサは平均すると36人程度、突然の来訪信徒
も名前記入の上、参加許可中。

・平日朝とロザリオ会第１金曜日例会ミサは10月も
見送り。

・新規コロナ感染者の増加に伴うミサ参加継続の可
否。
⇒様子を注視しつつ、継続審議とする。

【講座、各会について】
・ヨゼフ会は活動休止中（当面）。
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・初聖体クラス（教会学校）は9/6（日）スタート
済み（ただし、9/13は休講）。

・講座再開：主任司祭10/28（水）場所・教会ホール、
元橋入門講座10/1（木）場所・信徒館、木下入門
講座10/17（土）場所・信徒館、山本講座は保留中（人
数と場所次第）。

・教会活動を始める場合の各部屋の人数制限について
⇒日曜日午前中の松・竹の間利用は集中しがちな
ので要注意。
⇒10月から活動を開始決定、部屋予約調整は個別
に検討。
⇒使用ルール：定員については三役と事務所で決
定、使用者名簿を提出ルール化。
⇒福祉委５人、典礼委12人。
⇒山本講座は12人超えたらホール使用のこと。
⇒HP掲載用原稿（各種講座再開の件）を情報シ
ステム委員会へ提出。

・聖堂、教会ホール、事務所受付時間は10時～ 15
時のまま。

・日本語教室再開については不特定多数のため保留。
⑵結婚式再開について
　昨年延期をお願いした方々への対応

⇒延期している人のみ対象。
⇒外部での結婚講座代を差し引いた額をお預か
りする。
⇒差し引く結婚講座代については事務所と財務
で調査し決定。

⑶ロザリオ会、ヨゼフ会合同の追悼ミサについて（佐
藤・太田）
⇒11月７日（土）10:00開催。
⇒該当者は20人。
⇒案内はがきを出す際に、参加人数制限（一家族
２人以内）の依頼をする、各会代表（案内係など
の奉仕）のみ、一般なし（お知らせに記載）、主
日ミサ同様に出席者リスト作成。

⑷教会学校生徒の洗礼と初聖体について 
・今年度に限り教材実費の教会補助についてお願い

したい（初聖体クラス以外は開校していないため）。
・教会補助＝出席カード帳、シール、サマースクー

ル費、初聖体カード、保険代、衛生用品代（コロ
ナ対策）。

・従来は教材費（１人1,000円／年）を徴収していた
＝テキスト、コピー代＝今年はゼロ。

・９月６日から教会学校初聖体クラスを開講済みだ
が集金していない。
⇒初聖体クラス14人の諸経費実費も教会負担。
⇒初聖体クラス個人配布用テキスト870円も保護
者に負担は求めない（教会負担とする）。
⇒教会学校だよりの発行通信費は教会負担で実施。
⇒布教強化費の費目があるので、子ども育成に使
うべき。
⇒昨年分の会計は消化してしまい、今後は都度精
算する＝教会学校では現金を持たない。
⇒初聖体ミサは11月21日（土）14:30 ～関係者の
みに実施（教会報写真撮影あり）。
⇒今後、年度初めに教材費を徴収するかどうかは
リーダー会議で再検討。

⑸教会報『やまて』発行に関して：新印刷会社（双
葉印刷所）との業務委託契約書について 
⇒業務委託契約書締結。 
⇒料金については大幅に低価格。
⇒部数、休刊、契約期間などについて柔軟な契約
内容とすることができた。

⑹入信・堅信式撮影データ配布方法について 
⇒今後の写真配布はオンライン配信とする（各自
が適宜ダウンロードする方式）。
⇒データをアップ次第、URLをお知らせし、公
式HP信徒ページにもアップし告知。
⇒事務所記録保管用にDVDディスクを１セット
納品。
⇒オンライン配信に対応できない方に配慮する

（個別に対応する）。
⇒各講座担当者を通してメールにてお知らせする。

⑺情報システム委員会から
①HP不具合発生と改修について 
・外注業者に発注したい。⇒承諾
３　報告事項と振り返り
⑴８月15日（土）入信および堅信式について
・復活徹夜祭から延期していたが無事に終了。
・洗礼29人＋堅信10人、代父母付き添い奉仕者併せ

て90人超えの参加。
・外国籍グループにも十字架のお祝い品（『暁の星



2020年10月11日 第608号

― 7 ―

工芸社』手作り十字架）。
・急な参加がないように早めの名簿作成を心がける

べきだった。
・当日の教会ホールでは10人程度（ご家族）が待機。
・新受洗者への継続サポートが課題。
⑵連絡網整備について
・テスト配信メール送信内容（文面）を三役が作成。
・リストは整備終了。
⑶みこころコーナー新設時の排水管工事不備対応に

ついて
・まもなく三者（設計士、建設会社、当教会）会談

の結果が届く予定。
⑷財務委員会から 
・月定献金、一粒会会費の口座振り込みについて郵

便局で開設手続きを開始したところ、開設必要書
類の審査が８月から厳しくなったため難航して
いる（書類11種類以上必要）ことから時間を要す
る見込み（11月または12月）。

・来年度予算編成策定の時期に入ったので、各会か
らの情報を集めたい。

・今年度予算遂行状況（詳細は説明資料）。
⑸事務所印刷機交換済み
・リース料月額￥16,940（消費税込み）。
・６年リース開始。
⑹主日ミサ、ライブ配信に関する機材費および現状

について報告
・新規購入機器：ミキサー、映像合成機器、カメラ

２台。
・今までの経緯：字幕（画面）制作開始など、ライ

ブ配信は毎回50人程度が生放送視聴。
・裏話はヨゼフ会だよりと教会報に寄稿予定。
・通常ミサに戻るまでは動画配信は継続していく。

⇒「放送室」常設決定（毎週機材設置撤収の工数
および時間削減）。
⇒今後の課題は添付資料参照。

⑺ホームページ不具合の復旧費用について 
⇒見積り額10万円で業者発注決定（開設5年目総
点検も兼ねて妥当）。

⑻セントジョセフ追悼ミサについて
・11月の土曜日希望→2021年３月上旬以降に開催希

望という連絡あり。

⑼動画配信について要望
・動画配信時聖体拝領中の「プライバシーに配慮～」

の画面上字幕に違和感があるので削除してはど
うか。
⇒①画面切り替わりの意味を視聴者（信徒以外）
へ伝える配慮の意味がある②ミサは「見る」もの
ではなく、どちらでも良い小さなこと③コロナ禍
の全ての人に向けてのライブ配信である―そのた
め多少の違和感なら寛容の心で受容してほしい。

・先唱台本の「会話はお控えください」というアナ
ウンスはネット配信中には必要ないのではないか。
⇒動画配信開始前の先唱からの会衆者向けアナ
ウンスは動画配信開始前に終わらせる。
⇒今週のお知らせは配信中にほぼ全てを読み上
げる。

⑽中高生会
・ミサ先唱担当を第２日曜日11:30に担当している。

⇒９月からは高２と中２でローテーションを回
しスタッフ引継ぎを図りたい。
⇒典礼奉仕（侍者など）にも中高生を入れる。

⑾被昇天お祝いの写真はがきに対するお礼状が届
き、喜んでもらえたのでご報告。

４　主任司祭のお話
・教区青年活動:年内の教区内青年活動はオンライ

ンのみ開催
10/10（土）14時～ 16時 「青年企画 online ！」。

・会議はハイブリッド(ZOOMと対面方式混在)でし
ている。

・NWM 2021年２月NWM横浜担当もオンライン開
催予定で準備中（その準備会議のために9/27午後
教会ホール利用）。

・9/1付で横浜雙葉学園理事長職の任命を受けた。
横浜みこころ幼稚園チャプレン職もあり、みなさ
まの支えとお祈りをお願いします。

５　次回教会委員会
　10月４日（日）13時00分から（15時半終了予定）。
６　閉会の祈り

以上
（総務担当　田中麻子）
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2020年10月・11月主日ミサの聖歌および奉仕者予定表

（注）　・当分の間、ミサ中の聖歌は歌われません
 　　　・子どもともにささげるミサもありません。（ただし、子ども向けの説教がある場合があります）

☆表紙のカット（山手教会）は、濱尾文郎枢機卿様の「えはがき」です。

　掲載が遅くなりましたが、昨年の暮れに教会報『やまて』の仕事で教会に行った帰り道でタヌキに遭
遇しました。教会前の大通りからJR石川町駅に行くため湘南ふれあい学園に隣接している急坂を下り始
めると、正面から小太りで茶色の動物が下から駆け上がって来ました。わたしもトレーニングを兼ねて
ランニングをしていたため、あっという間に、お互いの距離が５メートルくらいになりました。すると、
その動物は坂の横にある学校の敷地に通じる階段を駆け上がり姿を消しました。遠くから見たときには
近所の猫かなと思いましたが、何とタヌキでした。このような近距離でタヌキと正面から向き合ったの
は初めてのことで、目が大きくて丸い愛嬌のある顔でした。この学園やフェリス女学院の裏手には多く
の樹木が生い茂っているため多種類のチョウやセミがいることは分かっていましたが、まさかタヌキま
で暮らしていたとは驚きました。この場所には、まだまだ、わたしたちが知らない生き物が暮らしてい
る可能性があるようです。

（土方芳人）
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10月18日 年 間 第29主 日

前日pm5：00 村　松 山本(康) 中島（晶） 志　村

７：30 渡　邊 末　澤 石川（喜） 中　村

11：30 米　沢 村田(義) 石　田 岩　隈

25日 年 間 第30主 日

前日pm5：00 藤　沼 田中(麻) 佐藤（篤） 阿　部

７：30 原　田 亀　井 古谷（浩） 藤　本

11：30 中　川 藤　原 吉　野 龍　野

11月１日 諸 聖 人

前日pm5：00 中　川 吉　川 遠藤（優） 櫻井（智）

７：30 太　田 未　定 島　田 石　賀

11：30 手　塚 未　定 後　藤 紀國谷

８日 年 間 第32主 日

前日pm5：00 村　松 竹之内 新井田 島　田

７：30 中　川 二　宮 柳　川 神　近

11：30 佐　藤 遠　藤 川　田 木　原

15日 年 間 第33主 日

前日pm5：00 藤　沼 斉藤（悠） 鈴木（明） 福　田

７：30 渡　邊 末　澤 二　宮 細　谷

11：30 米　沢 村田（義） 梅　原 上　瀧

22日 王であるキリスト

前日pm5：00 村　松 山本（康） 中島（晶） 志　村

７：30 手　塚 亀　井 東海林 楠　本

11：30 中　川 藤原（ま） 吉　野 龍　野

29日 待降節第１主日

前日pm5：00 渡　邊 田中（麻） 佐藤（篤） 阿　部

７：30 太　田 時　久 花　田 石　井

11：30 米　沢 落　合 小　松 荻　原


